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Ashbya　gossypiiに よ る リ ボ フ ラ ビ ン 生成

機構 に 関す る研究

（第 4 報）紫外線照 射変異株 の 生 理 的性質に つ い て

小野崎博通 ・南 公 子

（椙山女学園大学家政学部食物学教室）

（1V）

Studies　on 　the　Mechanism 　of 　RiboHavin　Biosynthesis

　　　　　　　　　 by　1lshb ンa　gOSS丿∫レii

Comparison　of　the　Physiological　and 　Biochemica1蓬Characteristics　between

aMutant 　Obtained　by　UV −irradation　and 　the　Parental　Strain

Hiromichi　Onozaki　 and 　K 三miko 　Mi皿ami

（Department 　ef　Food 珮 d　Nutrition，　Sugiyama　University，　Nagoya）

　　 Amutant 　strain 　 of　A 　 go∬ ）r♪ii （W ） obtained 　 by　 ultraviolet 　 irradiation　 synthesized

oonsiderably 　less　ribo 且avin 　than 　the　parental　strain 　（Y ）．　 On 　 the　 metabolism 　of 　gluoDse，
both　R ．Q．　values 　 and 　the　 amount 　of　anaerobic 　CO ，　evolved 　by　the　mutant 　were 　more 　than

2times　that　of　 the　parental　 strain ．　 The　 mutant 　 stra1n ，　 in　 submerged 　culture 　produced

large　amounts 　of　 ethanol 　and 　acetic 　acid．

　　The 　results 　lnfer　that　the 　 m ロ tant 　strain 　might 　have　more 　 fermentative　 syste 　ns 　 while

the　parental　strain 　bas　more 　oxidative　systems ．

緒 言

　著者 らは A ．gossypii に よる リボ フ ラ ビ ン （B2）生

合成を微生物生理 の面から究明す る こ とを 目的として ，

本菌の 発 育 な らび に代 謝 と B2 生 成 との 閧 係 に つ い て

研究を続けて きた ので あるが
1），今回は B2 生成株を

紫外線照射 して 得 た 白色変異株と元 の 黄色株 との 生理

的 性 質 を 比 較 した．

　KaprElek2） は 本菌の 類縁菌で あ る　Eremothecium

ashbyi の B2 生産が 三 倍 も異 る二 種 の タ イ プ の 菌株を

比較 して ，こ の 両 者の 閼 に は B2 の 生 成 お よ び ピ ル ビ

ン 酸を基質と した時 の 酸素呼吸量 の 差異をの ぞ い て 生

理 的性質 に あまり差が ない として い る．

　Go 〔xiwinS ） に よ れば A ．　90SSPtpiiは E ．　ashbyi に く

らべ て 自然 変 異 し に くい と して い るが ，
pridham 　and

RaperO は 紫外線お よ び X 線照射な どに よ り安定 した

Bg 生成能力の 大きい 変異株が得 られ る との べ て い る．

　本報告で は紫外線 照射に よ っ て B ： 生成能力を矢 っ

た変異株 と親株との 間 の 菌体発育，B2 生成 ， 培養液

の pH ， グル コ ース の 好気的お よ び 嫌気的代謝，そ れ

に 発酵生産物等に つ い て 比較検討した結果を報告する．

実 　 験 　 方 　 法

1． 供試菌　　Ashbya 　gossypii は （財）発 酵研究所

（正Fop560 ） よ り分譲を受けた 俵，約20 口 ご と に 増殖

培地 に 移植培養 して 保存 して あ っ た もの で あ る．

2． 増殖培地　　グル コ ース 　 2 ％ ， ポ リペ プ トン

e．　S％，酵母 エ キス 　0．3％，麦芽 エ キ ス 　0．3％ （固体

培地 の 場合は こ れ に 寒天 2 ％を添加す る）か らな る組

成 の 培地を121℃
，
15分間オー トク レ ー

プ した，
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3． 紫外線照 射変異株　　上 記 増殖培地を ペ ト リ 皿

（直径11c 皿 ）に流し固めた平面培地上 に 供試菌胞子 の

生理 食塩水懸濁液 1　ml ず つ を注ぎ分散 させ
，

15cm

の 距離 か ら紫外線を50秒間照射した．紫外線照射 に は

ア クメ 紫外線応用鑑識器 （島津製作所，200V，3A ）を

使用 した．照射後 30℃ に 24〜48 時間培養 し，生 じた

コ ロ ニ ー
の 中に は原株 に 比 して 白色を 呈 す る コ ロ ニ ー

が 約α 5％ の 割合 で 認 め られ たが，こ れらを 白金線で

釣 っ て 新 しい 斜面培地 に 植 えて 培養 した．平板培 養法

で 一度純粋分離を行 な っ た 後 ， 斜面培地 に 累代培養し

た．こ の よ うに して 得 た 白色変異 株 は B ・ 生成能を完

全 に 失 っ た とい うわ け で は な く，培養初期 は コ ロ ニ
ー

全体が 白色 で ある が ， 次第 に部分 的に B2 生成 に もと

つ く黄色 を呈 す る よ うに な る．そ れ まで の 期間が親株

に く らべ る と旻 く， 2 週 間以 上 を要す る 場合が多い ．

そ の 中で も特 に 白色 の 持続時問 が 長 い 1株を約 3 年腮

累代培養 して きた もの を白色変異株 （W ）と し，親株

を （Y ）と した．

4．　菌体量 　 振盪 フ ラ ス コ 中の 前記増殖培地 100ml

に 供試菌斜面培養よ り接種 し，48時 闇 30℃ で 振 蘯培養

（振幅 7cm ， ヱ20回往復／分） した前培養よ り
一

定量

ず つ 新 しい 同培地 に 接種 し30℃ で 振盪培養 して 得 た培

養液を 吸 引沖過 し， 洗 滌 し た菌 体 を秤 量 び ん に 採 り80
°
Cで 24時聞乾燥して 乾燥菌体量 を 測定 した．

5． fas　B ， 量　　培餐液を沖過 して，菌体 に O．25N 　H2

SO4 を 加 え て 80℃，15分 間浸 出 した 後，沖 1液お よ び 浸

出液 を合 して 一定容と し，そ れか ら
一

部採 っ て ル ミ フ

ラ ビ ン 蛍光法
1）

に よ り総 B， 鬣を 測定 した．蛍光 の 測

定 に は 日立 蛍 光光 度計 203 型 を嘆用 した．

6． pH 　　fi立 ・掘場M 　5 型 pH メ
ー

タ
ーを 使用 し，

直接に培養液の pH を測定 した．

7．　 ピ ル ビ ン 酸 　 Friedmann −Haugen 法 の 改 良法
s）

で 定 量 した．す な わ ち培 養 沖液 2　ml に 10％ トリク ロ

ル 酢酸 10ml を加えて 除 タ ン パ ク し， 上清 8ml を約

25 皿 1 容 の 沈搬管 に とり，25℃ に お い て DNP 試薬

（2．　4一ジニ トロ フ エ ニ ル ヒ ドラ ジ ン 0．59 を 2N 　HCl

に 溶解 して 100m1 と した もの ）0．7ml を添加 して 25

℃ ， 5 分間反応 させ る．キ シ ロ
ール 8ml を 加 え て 毛

細管 か ら空気を送入 し，3 分間強 く撹拝 した 後 二 層 に

分離 した 上層 の キ シ ロ ール 部に 水 3ml ずつ 加 え て 数

回キ シ ロ ール 層を洗滌 し，水層を除去する．つ ぎに 10

％炭 酸 ナ トリ ゥ ム 溶液 6ml を加え毛細管で 3分 間通

気撹拌 し二 層 に 分 離 した 水層か ら 5　ml と り，400 エn μ

の 波長 で 比色定量 し た．

8． ア ン モ ニ ア　　Conway の 微量 拡散法 と イ ン ドブ

” ノ
ー

ル 法 と の 組合わ せ に よ る 方法
6）

で 定量 した．す

な わち培養i沖液 O．　5　ml か ら生ず るア ン モ ニ ア を微量

拡散器中で 0．005N　H ，SO ・ 1皿 1 に吸収させ （38℃，

2時間）た もの をイ ン ドフ ェ ノ
ール 法 に よ っ て 625m μ

の 波長で 比色定景 した．

9． ア ル コ
ー

ル 類 の ガ ス ク ロ マ トグ ラ フ ィ
ー
　 　培養

汾液 100　ml を 10％ NaOH で 中和 して 直火 で 蒸 溜 し

中性溜液 50m 正 を 得 ，
こ れ を 試料 と して ガ ス ク ロ マ

トグ ラ フ ィ
ーを行 な っ た．得 られた クロ マ トグ ラム の

ピーク面 積 は半値幅法 に よ っ て 求 め，同 時 に 測 定 した

各 ア ル コ ール 標準液との 保持時間お よ び ピーク面積 の

比 か ら定性 な らび に 定量を行 な っ た ．装置 は 島津 GC

4A 型 を使用 した ．ガ ス ク ロ マ トグ ラ フ ィ
ーの 実施条

件は つ ぎの 通 りで あ る．

　カ ラ ム ；ス テ ン レ ス 　3mm × 3m
，

　 カ ラ ム 充て ん 剤 ；Diasolid　L に CarbQwax　20M を

　 10％塗 布 した もの （H 本 ク ロ マ ト），

　カ ラム 〜乱度 ；90
°
C

， 恒温 ，

　検出器 ；水素炎イ オ ン 型，

　窒素 ガス の 流速 ；4Dm ］／min 、

　試料注入 量 ； 1μ1．

10． 揮発性脂 肪酸 の ペ ーパ ー
ク ロ マ トグラ フ ィ

ー

　培養沖液中の 酢酸 な ど揮 発 性脂肪酸 の 検 出 に は±吝地

lOO　ml よ り 得 られ た 培養 沸 液を 硫 酸 酸 性 に して 水 蒸

気 蒸 溜を 行 な い 溜液 300ml を 得，こ れ を O．　IN 　NaOH

で中和滴定 して 酸度謝定の 終っ た もの を減圧濃縮して

約 50ml と し，エ
ー

テ ル 抽 出液 を 濃縮 して 少量 と し

た もの を試料と して Manganelli　atld 　Brofaziの 方法7）

によ っ て ペ ーパ ー
ク ロ マ トグ ラ フ ィ

ーを行 な っ た．す

なわち試料溶液およ び種 々 の 酸 の 標準液をエ チ ル ア ミ

ン 溶液 で pll　8，0 か ら 9．　0 に謌節 し，こ れ らを 東洋

沖紙 No．50 の
一

端 か ら 6cm の とこ ろに ス ポ ッ トし，

そ れ が か わ い た 後，展 開溶媒 と して tl−一ブ タ ノール 1

水（1 ：1）の．L層 490　ml に 33．3％ エ チ ル ア ミ ン 10　ml

を加えて振 っ た 上 層を使用 し下 降法で 展開 した．乾燥

後 ク ロ ル フ ェ ノ ール レ ッ ド （200　mg ／100　m195 ％ エ タ

ノ ール ）の 浅 い 液槽に 沖紙をつ けて 風 乾す る．酸 類 の

エ チ ル ア ミ ン 塩 は 黄色をバ
ッ クに紫色 の ス ポ ッ トとな

っ て あ らわれ る．

1L　 Ω02 お よ び Ωco2 　 変 異株 お よ び 親株 の 洗 滌 菌

体 ま た は 無細胞抽出液 に よ る グル コ ース あ るい は ピ ル

ビ ン 酸を基質と した時の Qo2お よ び 9CO2は ， 前報D

の よ うに して ワール ブル グ検圧 計 に よ っ て 測定 した．

12．　洗 滌菌体　　前記増殖培地 100ml に30
°
C

，
24時

間振盪 培養 した 菌体を沖過 ， 洗滌後生 理 食 塩水 に 懸濁

して さ らiC30
°C で 24時間 starved 　culture を行 な っ た

洗 滌 菌体 を沸 過 し，生 理 食塩 水 40ml に 懸濁 して 供試
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した．

13。 無細胞抽出液　　増殖培地 100ml に30℃ ，24時

間 振 盪 培養 した菌体を 沖 過 し，生 理 食 塩 水 で洗 滌 した

後 ， 乳鉢中で 菌体に 10ml の 緩衝液 （検圧実験に使用

す るもの と同 じ）お よ び ア ル ミナ を加えて 磨砕 した．

そ の 後 遠 心 分 離 （9000　rpm ，40分）を行 な い 上 澄 液 を

酵素原液とし， これを 5倍に稀釈 した もの を ワ
ール ブ

ル グ実験に 使用 した．

実　験 　結　果

1t　培養経過　　A ．　gossypii の 親株 （Y ） お よ び変

異株 （W ） の 振盪培養中に お け る菌体 発 育，総 B ・ 生

成量 ， pH の 変化 ，
ピル ビ ン 酸 な らび に ア ン モ ニ ア の

生成量等に つ い て 比較 した．結果は F三g．1 お よ び 2

に み られ る 通りで ，培地 100ml か ら得 られ る乾燥菌

体 量 は48時間前後 で Y 株 の 方が約20％多 い が ， そ の 後

Y 株は 自己消化 の 傾向が 強 い ．総 B ・ 量 は Y 株 は最高

1．06mg の 生成が み られた が，　 W 株の 場合は 痕跡程度

で あ っ た ．pH は両者とも大体24時間まで は 同程度に

低下 し約4．5附近 か らY 株 の 方 は ま た上昇 し pH 　8 近

くで
一

定 と な る の に 対 し，W 株 で は pH 　4 前後の ま ま

持続す る．ピ ル ビ ン 酸は Y 株 の 場合 に は72時閥で 最高

の 380 μg／1 に 達す る が，W 株 で は 24時間 で ユ20 μg／1

で ，そ の 後減少す る．ア ン モ ニ ア につ い て は，培養48

時間位ま で は両者 とも生成量わずか で あ るが，そ の 後

Y 株 は 急 激 に ア ン モ ニ ア 生成量 が 増加 し 5 日 後 に は 25

mg ／l に達す るがW 株 に お け る ア ン モ ニ ア 生成 量 の 増

加 は ご くわずか で 5mg ／♂まで で あ る．

2． Qo2 および Qco2　 Y 株およびW 株の洗滌菌体

に よ る グル コ ース の 好気的 な らび に 嫌気的代謝の 割合

を ワ ール ブル グ検圧 計 に よ っ て 測定 して 比較 した ．そ

の 結果 は Table　1 に示 した 通 りで ， グ ル コ ー
ス 酸化
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Fig．2．　 Time 　course 　of 　submerged 　culture 　of　a

　　mutant 　W 　of　A 　go∬ ツ躍 ．

の Ω02 はW 株の方が 低い に も か か わ らず 9COgは逆

に Y 株 の 方 が 低 い 値 を 示 して い る．す な わ ち6吩 にお

Table　 L Ωo・and 　Qco，　 of 　resting 　cells 　 on 　glucose　 and 　Qf 　 cell　free

extracts 　 on 　pyruvate．

substrate glUC〔mse

resting 　ce ！1

gas 　phase au 「

YW

iΩ剣 9・・ 2
・・

1　 …

N2

・Ω 1 Ω…
＊＊

・3・・ 11．85
1剃 ・7・・ 1・ ・5

Pyruvate

cell 　free　extract

N ，

1
14．3

9co，＊s

1
34．0

72．3

195．8

本　Ω02 躍02μ1／1ng 　（dried　cell ）／hr．
嬲 gco：

＝＝CO ；μ1／mg 　（dr孟ed 　ce 蛋1）／hr．
＊ 3

Ωco2 ＝CO2 μ1／mg 　N ／hr．
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け る RQ （Ωco2 ／Ω02 ）を計算す る と W 株 は Y 株 の 約

2 倍 とな っ て い る．また マ ノ メ
ーターお よ び容 器 内 の

気椙を窒素ガス で 置 換 して嫌気的条件下で 生ず る00a

量 を 両者 の 間 で 比較 した とこ ろW 株 は Y 株 の 約 2．4倍

の CO ， を生成した ．さ らに Y 株 お よ びW 株の 24時間

培養 の菌体よ り調 製 した無細胞抽出液を酵素材料 と し

て ピ ル ビ ン 酸 を基質と して 嫌気的条件下で 生 成 す る

002 量を測定 して 比較 した． こ の 場合，両者の 002

生成量 の 差 は 洗滌菌体に よ る グル コ ース の 嫌気的代謝

の 時 ほ どで は ない が，やはりW 株 の 方が Y 株に比べ て

CO ・ 生成量大で あ っ た．

3． 発酵生産物　　ワ
ール ブル グ実験 よ り ム．gossy・

piiは好気的条件下で の 糖代謝で は RΩ が高 く，ま た

嫌気的 に GO2 を多 く生成し，
こ の 傾向は 特 にW 株に

お い て 著 しい と こ ろか らそ れ ぞ れ の 菌株の 発酵生産物

を検索 し定量を行な っ た．すなわち各々 の培養沖液を

蒸溜 して 得 た 中性溜液 に つ い て ガ ス ク ロ マ トグ ラ フ ィ

ーを 行 な っ て ，同 じ条件 で 実施 した 標準物質 との 保持

時間 の 関係か ら生成物 の 同定を行 な い，ピーク面積比

か ら定量を行 な っ た．

　 そ の 結果 は Fig．3 に み られ るよ う に ， 発 酵液の 中
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性区分 中に は エ タ ノ ール ，イ ソ ブ タ ノ ール お よ び イ ソ

ア ミル ア ル コ ール が 検出 され ， 特に W 株の 場合 ヱ タ ノ

ール の 生成 が著しい こ と が注目され る．こ の エ タ ノー

ル の 生成 は培養初期に多く漸減 して い る．ま た Y 株お

よ びW 株の 培養沖液を硫酸々 性に して 水蒸気蒸留して

得 た 溜液中の揮 発 性脂肪酸をペ ーパ ーク ロ マ トグ ラ フ

ィ
ー

で 検索 した とこ ろ Fig，4 に み られ る よ うに W 株

で は酢酸 の み が 検出 され た が ，Y 株の 場合は培養初期

に お い て は 酢酸 の み が ご く微 量 認め られ ， 後 に な っ て

イソ 吉草酸およびイ ソ 酪酸も生成され る こ とが 認 め ら

れ た．溜液 に対す る 0．1NNaOH の 滴定酸度 は Fig．

5 に み られ る よ うに 培養24時間前後か ら増加 して 4 日

な い し 5 日 で
一一

定 に 達す る が，そ の 場合W 株は Y 株に

くらべ 約 5 倍 もの 滴定酸度を示 した．

考 察

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 o
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　 こ こ に 供試 した A ．gossyPii の 紫外線照 射変異 株

（W ）は ， 分離 して か ら約 3 年間，斜面培地 に 2 週 間

の 間隔で移植を続け て きた の で あ るが ， そ の 植 え替 え

時 に お ける 観察で は，コ ロ ニ ー
の 中央部お よ び 周 辺 部

が わずか に 黄色を 帯 び て い る 状態 で ，P ・idham 　anCl

Raper ‘） の分類に従えば
“ SubStrains　synthesizing 　con −

siderab ！y 　less　riboflavin 　than 　the 　parent 　strain
”

の カ

テ ゴ リーに属 す る も の と思 わ れ る．振盪培養 に お ける
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Fig・3．　CorTlparision　of 　alcohol 　product三〇 n 　be曹

　　tween 　a　mutant （W ）and 　a 　wild （Y ）strain ．

　　　 ●＿ ● ethano1 （Y ）

　　　 ○ 一 〇 ethanol （W ）

　　　 圏一 ■ isobutanol（Y ）

　　　ロー 口 isobutanol（W ）

　　　▲ 一 ▲ isoamyl　alcoh ・1 （W ）

　　　 △ 〜 △ isoamyl　 alcoho1 （W ）

・ ● o・量9 ● o．19   ω 9   o．19

OriglnAcids
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Fig．4．　 Paper　chromatogra 皿 of 　volatile 　acids 　Qf

　　the   1tured　medium 　of　A ．　gosSy少ii．

　　＆）lvent： n −butan・1wa εer （1 ：ユ）．

　　W ，Wstrain （7　 days　culture ）； Ya，　 wild 　Y
　　　strain （7　days　 culture ）； Yb ，　Y 　 strain （2
　　　days　 cul 色ure ）．

　　Acids： a，　acet 三c　acid ； b，　propionic　acid ； c，

　　　齢obutyric 　acid ； d，
　n −butyric　acid ；　e

，
　iso−

　　　valeric 　ac 三d弖 f，　 n曹caproic 　acid ．
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F嬉．5．　Titration　curves 　of 　acidic 　distillates
　 　 obta 三ned 　frQ諏】　the　cultured 　 med 三u 皿 of 　A ．

　 　 90SSツPtt・

　　　Y ： wild 　type 　 W ： mutant 　W

W 株 の B ， 生成は痕跡程度 に すぎず親株 （Y ）と大き

な相違 が み られ る （Figs．　1，2）．菌体 発 育は Y 株 の 方

が 勝 る が，こ れ は また 自己消化 の 傾向も強 く，振盪培

養 に お い て W 株 は pelletの 状態を 長 く続 ける の に 対 し，

Y 株 の 菌 体 は す み や か に崩 壊 して い き培 養 液 の 汐 過 も

困難となる．培養 が すすむに つ れ て Y 株 の 培養液中の

ア ン モ ニ ア 生成量が増大す るの はこ の 自己消化と関連

が 深 い もの と思 わ れ る。ま た 培養中の pH 曲線 に つ い

て み る と， 培養初期 の 24時間位 ま で は Y 株もW 株 も

pH が 低下す る． こ れ は ピ ル ビ ン 酸 の 生成に よ る た め

と思 わ れ るが，そ の 後 Y 株 で は pH の 上昇が み られ，

こ れ は MickelSone） の 結果と一致す る．こ の 原 因 と し

て は 自己消化等 に よ っ て生 じた ア ン モ ニ ア の 蓄積が考

え られ る．そ れ に比 べ てW 株の 方 は pH が低下 した ま

ま で あ るが ，こ れ は ア ン モ ニ ア 生 成 量 が少 な い 上 に，

酢酸を 多量 に 生成す る （Fig．5） た め と思 わ れ る．

　検圧実験 の結果，好気的条件下に おけ るグル コ
ース

分解 の 際，90z に比 べ て Ωco2 の 方が 大 で あ る こ とは

W もY も同様 で あ り （Table 　1），こ の 点 Micke捻on も

本菌 の 好気的な グル コ ース 分解の 初期 の pathway が

酵母 の ア ル ＝ 一ル 発酵に 類似す る こ と を 指摘 して い

る s）．著者 らの 実験 で は特 にW 株の 場合，Y 株 の 約 2

倍 の R Ω で あ っ た．嫌気的 条件下 に お け る グ ル コ ー

ス 分解 の 際 の 002 生成量，さ らに ピ ル ビ ン 酸 の 嫌気

的分解 に お ける CO ・ 生成量等もW 株の 方 が大 で あ っ

た．

　以 上 の こ とか らY 株お よ びW 株に よ る グル コ ース 代

謝の 中間生成物 の 種類お よ び そ の 量 を 比 較 す るた め に

発酵生産物 に つ い て検討 した．培養液 の 中性溜液を ガ

ス ク ロ マ トグラ フ ィ
ーで 分析した結果 ， 両株 と もエ タ

ノ
ール の 生成 が み られ るが，そ の 蓄積量が 最大 に 達す

る培養24時間で はW 株はY 株 の 約 4 倍も多 くの エ タ ノ

ール 量で あり，その 後徐 々 に減 っ て い るの に対 し， Y

株 の 場合は急減す る （Fig．3）．本菌が 少量 の エ タ ノ
ー

ル を生 成 す る こ とは Mickelson8） も認 め て お り，生成

した ア ル コ ール は 強力な 好気的代謝系に よっ て CO 、

に酸化 され る と の べ て い る．W 株の エ タ ノ
ール 蓄積量

が 大で あ る の は そ の 生 成系の 活性 の 強い こ と も考 え ら

れ るが，生成 した エ タ ノール の代謝系が 親株 に くらぺ

て 変異株 で は 大 きく変 っ た と い うこ と も十分考 え られ

る．

　また Y 株もW 株も中性溜液中に エ タ ノール の ほ か に ，

培養後期 に な っ て イ ソ ブ タノ
ール お よ び イ ソア ミル ア

ル コ
ー

ル が 検出され．そ の 生成量 は 両株 の 間 に 差異は

ない．

　W 株 に お い て 生成 した エ タ ノ ール の 漸減 に続 い て 相

当量の 酢酸の 生成が認め られ た （F三gs．4，5）の に対 し，

Y 株で は酢 酸 は痕跡程度で あ る．こ れ に 関連 して Ka−

pralek2） に よれば，　 E ．　 ashbyi で は ピ ル ビ ン 酸 を酢酸

に まで 酸化脱炭酸す る こ とが で き ない と して い る．

　A ・gossypii に つ い て の 見解を得 て い な い が，親株

と変異株とで は こ の 代謝系が 変換 した こ とが 示唆 され

る．

　A ．gossyPii の 培養液中に エ タ ノ
ール お よ び酢酸の

ほ か イ ソ ブ タ ノ
ール

， イ ソ ア ミル ア ル コ ール ，イ ソ 酪

酸お よ び イ ソ 吉草 酸 等 が存 在 す る こ とは，そ れ 等 の 生

成過 程 につ い て は また 後に ゆ ず る と して ，こ れ等 の 成

分は A ．90 ∬ ：ypii の 培養液が一種の 芳香を 生ず る そ

の 香気成 分を構成 して い る もの と思われ る．

　以 上本研究 に 供試 した変異 株W 株 が 親株 Y 株と顕著

に変異した 点 は B ・ 生成能 の ほ か に 呼吸代謝系 の 変換

な らび に そ れ に ともな う発 酵生産物 の 相違 が あげ られ

る．こ れ らの 両者間 の 相違 が い か に 本菌 の B， 生成能

に関連性が あ るか ， また B ・ 生成能を支配す る因子は

何か とい うような こ とな どに つ い て 現在 の 段階で は ま

だ 明確に で きな い． Kaprdlek2） は E ．　 ashbyi に つ い

て なぜ こ の 微生物が B ・ の よ うな生理 的に 活性の 高 い

化合物を多量 に生成す るか を詳細 に 検討 した 中で 該菌

の 末端呼吸系 は 培養初期 に は チ トク ロ
ーム 系 で あ るが

次第に フ ラ ボ プ ロ テ イ ン 系に シ フ トされ る と して い る．
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Y 株 お よ びW 株 の 呼吸系の 変換 と B ・ 生 成能の 相違 と

が 密接な関係を有す る と思われ る が，こ の 点はさらに

追及を続けて 行 き た い と思 っ て い る．

要 約

　A ．goss）lpii を紫外線照射 して 得 た 白色変異株（W ）

と親株 （Y ）との 生理 的 性質 を比較 して 次の よ うな 諸

結果 を 得 た．

1． W 株は 固体培地 上 の 発 育 は外観的 に Y 株 と大差な

い が ，
B2 生成能 はか な り低く， 約20日間 の 培養後の

観察で は コ ロ ニ ーの 周辺 と中央部 が や や 黄色をお び る

よ うに な る．振 盪培養 で は Bz をY 株 が 約 10　mg ／1 生

成 す る問 にW 株 は痕 跡程度 で あ る．

2． 菌体発育は Y 株の方が まさる が ，
こ の方は また自

己 消化 も早 い ．こ の 間W 株 の 菌体は pellet状を保つ ．

3． 振盪培養中の 培養 液 の pH 曲線 は Y 株 とW 株 と で

は かな り相違し培養初期に低下 した pH は Y 株で は そ

の 後上昇 す るの に対 し，W 株 で は 低い pH を持続す る．

4．　培 地 中 の ピル ビ ン 酸 の 蓄積に つ い て は Y 株 で は時

間 と と もに増加し72時間で は 380　pg／l に達す るの に

対 し， W 株 で は24時間で 工20μg！1 で そ の 後減少す る．

5． 培養液中 に 蓄積す る ア ン モ ニ ア 量を 比 較 した と こ

ろ培養48時聞位 は両者 と もわず か で あ る が そ の 後Y 株

は 急激 に増加 し， 菌体の 自己消化そ して pH の 上昇と

比例す る．

6． 検圧実験の 結果 ， グ ル コ ース 酸 化 の 際の RQ は

W 株 の 方 が Y 株 の 約 2倍 に もな り，ま た嫌気的に もW

株 は Y 株 の 2 倍以上の 002 を 生成 し た．

7． 両者の 発 酵生成物の 種類ならび に 量を比 較検討し

た とこ ろ，W 株で は エ タ ノ
ール お よ び酢酸を多 量 に生

成 し，
Y 株 で は ピ ル ビ ン 酸 の 蓄積がみ られ た．また両

者と もイ ソ ブ タ ノ
ー

ル お よ び イ ソ ア ミル ア ル コ
ール が

培養液中 に検 出 さ れ た．

　終 り に臨 み 終始 御指導御鞭撻 を賜 っ た 坡 阜大学 友枝幹夫教

授に二深 謝い た します．
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